
やや冷やして（10℃～12℃）
日向燗などの低温の熱燗（35℃前後）

オススメの酒器／温度帯

淡いイエロー、輝きのあるクリスタルの色調。
洋梨、バナナなどの控えめな吟醸香から、月桂
樹など清涼感を感じる香りが感じられる。柔ら
かな口当たりから、爽やかな酸とやさしい甘
味、苦味のバランスが良く、心地の良い広がり
をみせます。余韻にはクローブなどハーブの香
りが続きます。

テイスティング・コメント

爽やかで、旨味も感じられるこの日本酒には、
寿司などの米を使った食事や、酸味や塩味を
感じさせる料理に香りを添える、または旨味を
重ねるようなペアリングをおすすめします。

朴葉寿司 / サバ寿司 / 押し寿司 / タコのバジルソース
塩味のあるチーズ / 燻製チーズ

ペアリング

精米歩合 50%

米品種 雄町
アルコール度 15.5%

酸度 1.3

日本酒度 +6

アミノ酸度 1.4

保存方法 冷暗所

若葉
純米吟醸

爽やかで
旨味もしっかりと感じる日本酒

　「思わず誰かにすすめたくなる酒。その 1 杯が、
瑞浪の地につながれば」。元禄年間（1680～1709

年）創業の蔵元・若葉が位置する瑞浪市益見地区
は、旧中山道から分岐し名古屋へと向かう下街道
が通り、大変賑わったそう。「少し前まで、この辺り
は一帯が田園。蔵の北を土岐川、東を小里川が流
れ、幅の広い水路もあった。米作りが発展し、酒造
りの素地があった」と13代目、伊藤勝介氏。江戸
時代には多くの酒蔵がありましたが、今では 2 軒
のみ。300 余年生き続けた蔵元には、心意気と確
かな味が宿っています。
　米は主に地元の営農組合で委託栽培した地元
産米、岐阜県酵母、屋敷内に掘られた井戸からの
地下水で酒を仕込みます。1999 年より 13 代目が
蔵元杜氏を務め、100％純米酒にこだわった豊富
なラインアップは、どれも口の中で広がる香りと味
わい深さ、そしてキレの良さが際立ちます。「日々の
晩酌に、食事とともに楽しんでほしい」。
　「何より自分が飲んでうまいものが一番。ほぼ毎
日、自分とこの酒で晩酌していますよ」。どこか親し
みと安心感を与えてくれる 13 代目ですが、酒と地
元へのこだわりはかなりの強者。「地元でずっと愛
され、つながれてきた味。時代に迎合するのではな
く、蔵の味を守りつなげていく」。2022 年には 14

代目となる息子さんが帰郷しました。蔵の意気込み
と味の襷が、次世代へ引き継がれます。

瑞浪の地で 300 余年  地元で愛され続ける確かな味

創業
所在地
TEL

若葉 株式会社中庸の
ワイングラス

ぐい呑み

味のバランス

元禄年間（1680～1709年）
岐阜県瑞浪市土岐町7270-1

0572-68-3168

酸

旨 甘

苦

甘 旨 軽

淡いイエロー、透明感のあるシルバークリスタ
ルの色調です。香りはグレープフルーツ、バナ
ナ、グリーンハーブ、炊いた米の香りが調和し
穏やかな印象です。軽やかな口当たりで、やさ
しい甘味が滑らかな酸味とともにタイトに広が
ります。後半にはコクを与える苦味が、より
軽やかさを印象づけてフィニッシュへと向かい
ます。

テイスティング・コメント

旨味のある食材にハーブを添えて清涼感を差
し込むように、または旨味に旨味を重ねるよう
なペアリングをおすすめします。

タコとジャガイモのジェノベーゼサラダ
トマトとモッツァレラのカプレーゼ / ラタトゥイユ
ジェノベーゼパスタ / 肉味噌をのせた冷奴

ペアリング

精米歩合 50％
米品種 ひだほまれ
アルコール度 15.8%

酸度 1.5

日本酒度 +6

アミノ酸度 1.5

保存方法 冷暗所

千古乃岩
純米吟醸

クリアで飲み飽きない
ドライテイスト

創業
所在地
TEL

千古乃岩酒造 株式会社

味のバランス

1909年
岐阜県土岐市駄知町2177-1

0572-59-8014

香 甘 軽

常温からやや低め（10℃～18℃）
日向燗などの低温の熱燗（30℃前後）

オススメの酒器／温度帯

中庸の
ワイングラス

ぐい呑み

酸

旨 甘

苦

　豊かな暮らしへいざなう日本酒造りを目指し、楽
しい暮らしの在り方を模索しながら、芳醇でさっぱ
りとした飲み飽きないお酒を醸す千古乃岩酒造。
1902年の創業以来、現代社会を生きる人々の“心
を打つ”日本酒を丁寧に造り続けています。
　千古乃岩酒造のある土岐市には、「稚児岩」と呼ば
れる長さ 18m、高さ 18m、重さ推定 13,125tの巨
石があり、渓流に身を乗り出すようにしてたたずん
でいます。昔、子宝に恵まれない夫婦が観音様のお
告げによって道を歩いていると、この岩に行き当た
り、そこでお祈りをしたところ、珠のような子ども
を授かったという伝説が残っています。今も地域の
人々に愛されるこの名石にあやかって命名された
酒、「千古乃岩」。千古（永遠）のめでたさを願い、すこ
やかな子どものように大きく栄えてほしいとの願
いが込められています。
　仕込み水は、地下45mから汲み上げます。この地
域は「美濃焼」の一大生産地。焼き物を作るのに必要
な粘土質の地盤が広がり、これを通った地下水はと
りわけ硬度の低い、清酒に適した超軟水になりま
す。代表銘柄「純米吟醸 千古乃岩」は、凛とした爽や
かさの中に芳醇な旨味が広がる美酒に仕上がって
います。
　「暮らしへの共感と豊かな商品開発により、幅広
いニーズに対応していく。良いお酒に出合うと生活
がうるおい、明日がきっと楽しく明るいものとな
る」と、どこまでも飲み手を想う千古乃岩酒造です。

地域に息づく伝説とともに 明日を照らす美酒を醸す
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